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様式 数理２

論　　文　　目　　録（記入見本）

筑波大学

	博士課程
	数理物質科学

研　 究 　科
	専攻
	学籍番号
	氏　名
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	論　　文

１．題　　目

　　博士論文と同一の題目を記入する。

　　備考に注意。

２．印刷公表の方法及び時期

　　例　１ ： 　　　　年　月、学術専門誌〇〇〇〇に論文として掲載済み。

　　例　２ ： 　　　　年　月、学術専門誌〇〇〇〇に論文として掲載予定。

　　例　３ ： 　　　　年　月までに学術専門誌〇〇〇〇に論文として投稿する。

　　例　４ ： 　　　　年　月、〇〇研究会（××大学開催）報告集として掲載済み。

　　例　５ ： 　　　　年　月までに〇〇学系年次報告または Web ページにその概要を

　　　　　　　公表する。  

　　　　　　　（年は西暦で記入する。）



	参　考　論　文

博士の学位申請者が個人または指導教員等と共同で行った研究論文で、博士論文に関連の深いものを５編以内で記載する。レフリー付きの学術専門誌の他に、年次報告、研究会・シンポジウム報告など、必ずしもレフリー付きでなくても、印刷・公表されたものであれば記載して良い。著者名、題目、誌名、年、巻、号、ページを正確に記入すること｡申請者が第１著者でなくても良い。著者名は全員記入し、申請者名に下線を引く。

例

1． 数馬太郎、伊理次郎、物部三郎、質　四郎、神科五郎、筑波　学

チタン酸バリウム誘電率の温度依存性、誘電体研究会報告集(2001年７月，筑波大学)、26-30.




備考 ： 論文題目が英語の場合は日本語で訳文を（　　）を付して記入すること。

　　　

